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埼玉県内の夜間道路照度データの分析に基づくリンク単位の街灯管理指標の提案 

 
1.研究の背景及び目的 

過去の筆者らによる研究では、埼玉県内の住宅地では

日本防犯設備協会の防犯推奨照度を満たす地区が少ない

という結果が出ている。この改善には街灯の設置や徹底

した維持管理が効果的である。しかし、街灯の設置では

その決定が主観に委ねられ不透明となりやすく、街灯の

管理では沿道土地利用の違いから一律の設置基準では夜

間道路の明るさを基準以上に保つのが難しい。 
そこで、本研究で

は 4 地区の自治会地

区との協働実測で得

られた夜間道路照度

データをもとに、図 1 のように指標と基準の関係性を分

析する。この際、沿道土地利用の違いを考慮するため、

区分した区画道路をリンクと定義する。以上から、街灯

の設置・管理を行う市町村・自治会が客観的に夜間道路

の明るさを把握し改善できる街灯管理指標を提案する。 
2.埼玉県内における街灯管理状況 

 埼玉県内における指標づくりに際して各市町村・議会

のホームページから街灯管理状況の現状把握を行った。

図 2 に街灯の主な設置者・管理者分類を示す。 
市町村が設置者である場合が多く、この場合、自治会

等で設置位置を検討した上で市町村に要望し現地調査を

経て設置可否が決定される。しかし、この設置位置の検

討や、設置可否の決定では何をもって「暗い」「危険」で

あるかは主観に委ねられることが多い。このため、設置

優先度を把握するためにも客観的な指標が必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.対象地区の選定と概要 

3.1.対象地区の選定 

 研究室では、これまでに 24 地区で住民主体の夜間道路

照度改善活動を行っている。その中から、表 1 の 4 つの

条件をもとに 4 地区を選定した。 
 
 
 

 

3.2.対象地区の概要 

概要を表 2 に示す。また、所在地を図 2 に示す。 
 上記の 3 自治会は住宅や農地、森林が混在する地区で

あり、似た道路体系である。鯛之島自治会は住宅を中心

とした地区であり、他地区よりも道路が整備されている。

4 地区ともに防犯推奨照度の 3lx を下回っている。 
 
 
 
 
 
4.分析項目の抽出とデータ収集方法 

4.1.分析項目の抽出 

指標を作成するにあたり、区画道路の照度に影響を与

える要因から分析項目を抽出した。 
(1) 道路 1m あたりの街灯光束(lm/m) 

表 3 の関係式から街灯光束が高い

ほど水平面照度も高くなると考えら

れる。ここでは、道路延長の違いを

考慮し、道路延長で除する。 
(2) 街灯設置密度(基/m) 
 同じ道路延長の区画道路の場合、設置基数が多いほど、

平均水平面照度と均斉度がともに上昇すると考えられる。 
(3) 沿道土地利用 
 対象地区の水平面照度の計測地点数 4077 地点における

両側の沿道土地利用を 9 つの利用で分類し、関係性を求

めた。結果を図 3 に示す。 
図 3 の上方にある沿

道土地利用では街灯以

外の明るさの要因があ

ると考えられる。 
下方にある沿道土地利

用では街灯設置数が少

ないと考えられる。 
 

(4) 街灯の保守率・グローブの汚れ・設置年数 
 これらにより街灯光束は低下し、照度が低下する。各

光源に対して光束補正を行う必要があるが、全ての街灯

の状況把握が難しいことから補正を行わないこととする。 
(5) 街灯の設置高さ 

表 3 から街灯の設置高さが高いと光源からその点まで

の距離が長くなり、照度が低下する。そのため、各光源

に対して高さの違いによる光束補正を行う必要があると

考えられる。 
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夜間道路照度 街灯光束 リンク 

沿道土地利用 街灯高さ 指標 

活動

年度
自治会・町会名

加入世帯数

（加入率）

地区面積

(ha)

道路

線密度

(m/ha)

建ぺい率 道路率

計測

道路延長

(m)

水平面

照度計測

地点数

街灯数

(基)

街灯設置

密度

(基/m)

平均水平面

照度

(lx)

2012 陣屋町内会
740

(85%)
51.15 310 23% 15% 8958 962 151 0.017 1.43

2012 佐知川上自治会
600

(60%)
36.27 337 27% 14% 10664 1149 221 0.021 1.72

2013 宿区自治会
1475

(80%)
107.03 325 21% 16% 16245 1710 391 0.024 2.37

2014 鯛之島自治会
214

(80%)
4.65 469 31% 21% 2113 256 38 0.018 2.68

地区概要 区画道路における照度実測概要

図 1 分析の概略図 

図 2 埼玉県内における街灯の主な設置者・管理者分類 

表 1 対象地区の選定条件 

表 3 照度の関係式  

表 2 対象地区の概要 

図 3 沿道土地利用と水平面照度の関係 

区画道路で均一な水平面照度実測を行っていること

当時の街灯や沿道土地利用の状況を把握しやすいこと

埼玉県内における街灯管理指標を作成するため
埼玉県内で幅広く活用できるようにするため
区分した区画道路をリンクとして分析するため

照度実測当時のデータをもとに分析を行うため

条件 理由
埼玉県内の地区であること
戸建住宅中心の住宅地であること
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4.2.分析項目のデータ収集方法 

(1) 道路 1m あたりの街灯光束(lm/m) 
表 4 に各光源の発光効率を

示す。実測当時の各街灯の光

束を把握することは難しい。

そのため、一律の換算値を用

いて光束の算出を行う。これは、建設電気技術協会が公

表した値を用いた。LED 灯に関しては発光効率の変動が

大きいため、防犯灯メーカーのカタログの発行年ごとに

値を抽出した。結果、平均した発光効率を用いた。道路

延長は地理情報システムで収集した。 
(2) 街灯の設置高さ 
光源ごとに違いが見られることからレーザー距離計を

用いて 4 地区の光源別の街灯の設置高さを計測した。 
5.分析の方法と結果 

5.1.分析方法 

(1) リンクの算出 
 図 4 のように区画道路で行き止まり私道を含まない交

差点・丁字路を基準に道路を区分し、これをリンクと定

義した。区分方法によって指標への影響があるかを分析

するため、交差点・丁字路ごとに短く区分したもの（短

リンク）と直線であれば複数の短リンクを含んで区分し

たもの（長リンク）の 2 通りで算出を行った。 
 
 
 
 
(2) 分析項目の算出 
 各リンクの沿道上に設置されている街灯の総光束数と

基数をそのリンクの道路延長で除して、道路 1m あたりの

街灯光束と街灯設置密度を算出した。また、そのリンク

に含まれる計測地点の照度の実測値からリンクごとの平

均水平面照度並びに均斉度の算出を行った。 
(3) 沿道土地利用による分類 
 各リンクに含まれる計測地点が影響を受ける沿道土地

利用により分類を行った。図 3 と同じ 9 分類とし、リン

クで最も比率の高い土地利用をそのリンクの代表的な土

地利用として分類を行った。同率の場合は、図 3 の街灯

以外の光の影響を受けていると考えられる側に分類した。 
(4) 街灯の設置高さによる光束補正 

 基準高さは、最も用いられてい

る蛍光灯の高さ 4.7m とした。表 3
から得られた表 5 を用いて補正係

数を算出し、各街灯の街灯光束に乗じて光束を補正した。 
5.2.分析結果 

全道路延長 37980ｍからリンクの算出をしたところ、短

リンク 714、長リンク 289 となった。各リンクで分析項目

の算出と沿道土地利用の分類を行った。その結果、相関

係数 R が 0.7 以上となったのは、代表的な沿道土地利用が

戸建住宅、空地、農地・森林におけるリンクの道路 1m あ

たりの街灯光束と平均水平面照度の関係であった。これ

らの土地利用は、短リンクの 80％、長リンクの 85％を占

め、図 3 のように平均照度も低くなりやすい傾向にある

ものであった。他の土地利用で相関性が見られないのは、

リンク内で街灯以外の要因の影響が大きいことが考えら

れる。また、街灯高さによる光束補正を行ったところ、

相関係数が高まった。図 5～図 7 に補正後の結果を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6.指標の提案 

分析結果より、防犯推奨照度を満たすための指標とな

る道路 1m あたりの街灯光束を表 6 に示す。また、3lx の

指標で街灯を新設する場合の設置間隔を表 7 に、指標の

利用方法と利用効果を表 8 に示す。 
リンクごとの沿道土地利用別の指標により、改善した

いリンク状況に合わせて利用できる。なお、短リンクよ

りも長リンクのほうが、常に相関係数が高いことから複

数の交差点・丁字路を含むリンクでの利用が推奨される。 
 
 
 
 
 
7.まとめ 

 リンク単位で照度環境に影響を与える要因を分析した

ところ、道路 1m あたりの街灯光束と平均水平面照度の間

に相関があった。この相関は、代表的な沿道土地利用が

戸建住宅、空地、農地・森林における場合に見られた。  
この結果から指標を提案したことで、沿道土地利用と

道路延長を把握していれば、夜間道路照度の確保、設置

優先度の把握ができ、街灯の設置・管理が容易になる。 
 

表 4 各光源の発光効率 

図 4 リンクの算出例 

表 5 補正係数の算出式  

沿道土地利用

推奨照度
戸建
住宅

Aランク 5lx 180

Bランク 3lx 100120

戸建住宅・空地
農地・森林

空地・農地・森林

210

110

長リンク短リンク

240

表 6 道路 1m あたりの街灯光束(lm/m) 
戸建
住宅

空地・農地・森林

8.9W (790lm) 7m 8m 7m

16W (1650lm) 14m 17m 15m

36.2W (3850lm) 32m 39m 35m

LED街灯

長リンク

短リンク

 

  

 

図 5 戸建住宅のリンクにおける道路 1m あたりの街灯光束と照度の関係 

短リンク 

N=446 
R=0.76 

長リンク 

N=201 
R=0.80 

図 6 空地のリンクにおける道路 1m あたりの街灯光束と照度の関係 

短リンク 

N=48 
R=0.82 

長リンク 

N=12 
R=0.92 

図 7 農地・森林のリンクにおける道路 1m あたりの街灯光束と照度の関係 

短リンク 

N=73 
R=0.79 

長リンク 
N=30 
R=0.88 

表 7 街灯設置間隔(3lx の場合) 

①改善したいリンクが短リンク（交差点・丁字路間）か長リンク（複数の交差点・丁字路）
②指標の道路延長を乗じ、基準を満たすための街灯光束を把握
③現状の街灯光束との比較により、街灯光束の不足分を把握

・街灯光束の不足分を補うことで、夜間道路照度を基準以上に保てる
・複数のリンクの街灯光束の不足分を比較することで、設置優先度を把握できる

利用方法

利用効果

表 8 指標の利用方法と利用効果 
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